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１．対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域

対象鳥獣 ﾆﾎﾝｻﾞﾙ ﾆﾎﾝｼﾞｶ ｲﾉｼｼ ｶﾓｼｶ ﾊｸﾋﾞｼﾝ ｶﾗｽ（ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ・ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ）

ﾊﾄ（ｷｼﾞﾊﾞﾄ・ﾄﾞﾊﾞﾄ） ｱｵｻｷﾞ ｶﾜｳ ﾉｳｻｷﾞ ﾋﾖﾄﾞﾘ

計画期間 平成２０年度～平成２２年度

対象地域 設楽町全域

２．鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針

（１）被害の現状（平成１８年度）

鳥獣の種類 被害の現状

品 目 被害金額（千円） 被害面積( )a
ﾆﾎﾝｻﾞﾙ 稲 ４５０ ５０

イモ類 １０ ２０

豆類 １０ ２３

果樹類 ２０ ８

野菜類 ２００ ７５

ﾆﾎﾝｼﾞｶ 稲 １０ ３０

イモ類 １０ ２０

豆類 ５ ５

果樹類 ５ ２

野菜類 ５０ ２０

ｲﾉｼｼ 稲 １５５０ ９５１,
イモ類 ５７ ７０

豆類 ２０ ３０

果樹類 １０ ９

野菜類 １５０ ２４０

ｶﾓｼｶ 森林（用材林） １３２０ ５２８,

ﾊｸﾋﾞｼﾝ イモ類 ４ ５

野菜類 ８０ １２０

ｶﾗｽ（ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ 豆類 ３２ ５

・ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ） 野菜類 １５０ ２０

ﾊﾄ ｷｼﾞﾊﾞﾄ・ﾄﾞﾊﾞ 豆類 ５０ ５０（

ﾄ）

ｱｵｻｷﾞ 養殖魚類 ２００

ｶﾜｳ 河川魚類 ３００

ﾉｳｻｷﾞ 森林（用材林） １，０００ １００

ﾋﾖﾄﾞﾘ 豆類 ５０ ５０
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（２）被害の傾向

生息状況 被害の発生時期 被害の発生場所 被害地域の増減傾向

ﾆﾎﾝｻﾞﾙ 急峻な岩場の 主に ･ ･ ･ ･ 町内全域の野菜畑、柿栗の果 増加傾向4 5 9 10
山林に生息 月 樹11

ﾆﾎﾝｼﾞｶ 広葉樹林を中 主に ･ 月 町内全域の田植え後の水田、 増加傾向4 5
心に生息 牧草地

ｲﾉｼｼ 町内全域の山 主に ･ ･ 月 町内全域の野菜畑、水田 横ばいまたは増加傾向8 9 10
林に生息

ｶﾓｼｶ 町内全域 通年 町内全域の山林 横ばい傾向

ﾊｸﾋﾞｼﾝ 町内全域 主に ･ ･ ･ ･ 町内全域の野菜畑 横ばい傾向6 7 8 9 10
月

ｶﾗｽ（ﾊ 町内全域 通年 町内全域の野菜畑 横ばい傾向

ｼﾌﾞﾄｶﾞ

ﾗｽ・ﾊｼ

ﾎﾞｿｶﾞﾗ

ｽ）

ﾊﾄ ｷｼﾞ 町内全域 通年 町内全域の野菜畑 横ばい傾向（

ﾊﾞ ﾄ・

）ﾄﾞﾊﾞﾄ

ｱｵｻｷﾞ 町内全域 通年 町内全域の養殖池 増加傾向

ｶﾜｳ 町内全域 通年 町内全域の河川 増加傾向

ﾉｳｻｷﾞ 町内全域 通年 町内全域の山林 横ばい傾向

ﾋﾖﾄﾞﾘ 町内全域 通年 町内全域の野菜畑 横ばい傾向

（３）被害の軽減目標

指標 現状値 目標値

（平成１８年度） （平成２２年度）

ﾆﾎﾝｻﾞﾙ １７６ａ ６０ａ

ﾆﾎﾝｼﾞｶ ７７ａ ３０ａ

ｲﾉｼｼ １３００ａ ６００ａ

ｶﾓｼｶ ５２８ａ ３００ａ

ﾊｸﾋﾞｼﾝ １２５ａ ６０ａ

ｶﾗｽ（ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ・ﾊ ２５ａ １０ａ

ｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ）

ﾊﾄ ｷｼﾞﾊﾞﾄ・ﾄﾞﾊﾞﾄ ５０ａ ３０ａ（ ）

ｱｵｻｷﾞ ２００千円 １００千円

ｶﾜｳ ３００千円 ２００千円

ﾉｳｻｷﾞ １００ａ ６０ａ

ﾋﾖﾄﾞﾘ ５０ａ ３０ａ
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（４）従来講じてきた被害防止対策

従来講じてきた被害防止対策 課題

捕獲等 【捕獲体制の整備】

に関す ﾆﾎﾝｻﾞﾙ･ﾆﾎﾝｼﾞｶ･ｲﾉｼｼの個体数調整を設楽町 ～ 人で追い込みながら捕獲を行う6 7
る取組 猟友会に委託して実施 ため狩猟者数の確保が必要で、現在猟

友会内の狩猟者数が不足している状況

である。

また、ﾆﾎﾝｻﾞﾙの場合出没した時点です

ぐに捕獲する人数が集められないので

結局捕獲ができない。

【捕獲機材の導入】

愛知東農協が平成 年度愛知県山間地営農19
等振興事業によりﾆﾎﾝｻﾞﾙ･ﾆﾎﾝｼﾞｶ･ｲﾉｼｼなど

の大動物用捕獲用捕獲檻を 基、ﾊｸﾋﾞｼﾝな20
どの小動物用捕獲檻を 基導入し、猟友会20
を通じて町内へ設置

その他に狩猟者個人が捕獲檻を設置

【捕獲鳥獣の処理方法】

現地埋設処理

防護柵 【侵入防止柵の設置・管理】

の設置 小代集落が平成 年度愛知県山間地営農等 柵周辺の草刈りなどの管理が必要と18
等に関 振興事業により広域的ｲﾉｼｼ用の金網柵 なる。ﾆﾎﾝｻﾞﾙの場合柵を設置しても近

。する取 、電気柵 を設置 くに立木があると進入を許してしまう1300m 900m
組 その他に町単独の補助事業により農業者

個人が電柵などを設置

【緩衝帯の設置】

平成 年度延べ カ所の耕作放棄地へ農19 3
業者が牛を放牧

【忌避剤の塗布】

新規植栽地及び 年生程度の幼林に対 降雨による忌避剤の流失10
し、忌避剤を塗布 塗布ムラによる食害

塗布の従事者確保

人力による資材の運搬

※ｶﾜｳの場合、河川へ放流したｱﾕ・ｱﾏｺﾞ

を捕るので捕獲以外には防ぐ方法がな

い。



- 4 -

（５）今後の取組方針

【全 般】

・愛知県特定鳥獣保護管理計画に基づく設楽町実施計画に基づき計画的に捕獲を進める。

・わな免許等狩猟免許の取得を促進するなど、新たな被害対策の担い手を育成する。

・集落の活動として、エサ場になるような家庭から出る生ゴミの放置や未収穫の農作物、放任

果樹を集落からなくし、隠れ場所になりそうな耕作放棄地や竹藪などを除去し見通しとよくす

る必要がある。

【ﾆﾎﾝｻﾞﾙ】

・被害集落住民で組織化し、被害量の把握、エサ場などの点検、モデルガンによる「猿追い払

い隊」をつくり防除を進める。また 「猿追い払い隊」の知識技術の向上を図るため研修を実、

施する。また 「モンキードック」による猿追い上げを実施する。、

・広域的に生息調査を関係機関と連携して実施する。

【ﾆﾎﾝｼﾞｶ】

・広域的に進入防止柵を設置する。

【ｶﾓｼｶ】

・忌避剤の塗布

・個体数の調整

【ｲﾉｼｼ】

・広域的に進入防止柵を設置する。

・緩衝帯を作るため、和牛放牧を実施する

【ﾊｸﾋﾞｼﾝ】

・進入防止網・電気柵などを設置する。

【ｶﾗｽ（ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ・ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ 】）

・進入防止網などを設置する。

【ﾊﾄ（ｷｼﾞﾊﾞﾄ・ﾄﾞﾊﾞﾄ）･ｱｵｻｷﾞ･ｶﾜｳ･ﾋﾖﾄﾞﾘ】

・進入防止網を設置する。

【ﾉｳｻｷﾞ】

・幼木へ忌避剤を塗る。

３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項

（１）対象鳥獣の捕獲体制

①ニホンザル、ニホンジカ、イノシシ、カモシカについては、愛知県特定鳥獣保護管理計画に

基づく設楽町実施計画に基づき計画的に捕獲を進める。

②有害鳥獣の捕獲については、設楽町が設楽町猟友会へ委託して実施する。

（２）その他捕獲に関する取組

年度 対象鳥獣 取組内容

ﾆﾎﾝｻﾞﾙ 新城・北設広域獣害鳥獣害対策協議会と連携して、有害鳥獣の捕獲、

２０年度 ﾆﾎﾝｼﾞｶ 防除対策を進めていく。

～ ｲﾉｼｼ 加害個体、人馴れ度の高い個体を中心に捕獲を実施する。

２２年度 わな免許等狩猟免許の取得を促進するなど、新たな被害対策の担い手

を育成する。

安全で効果的な箱わなの導入を進める。２１，２２年度にニホンジカを

対象として、箱わな、くくりわなを各１０基を導入する。

ｶﾓｼｶ 保護管理の具体的施策を検討するため、妊娠率、齢構成、性比などの

情報収集し、調査を行う。
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（３）対象鳥獣の捕獲計画

捕獲計画数等の設定の考え方

ニホンザル・ニホンジカ・イノシシ・カモシカについては、愛知県特定鳥獣保護管理計画に

基づく設楽町実施計画に基づき設定する。

【ﾆﾎﾝｻﾞﾙ】

捕獲実施者等の協力を得て前年度の捕獲数、捕獲場所、捕獲時期、捕獲個体の性別等を把握

する。これにより、最適な捕獲数を検討し必要に応じて捕獲目標数の見直しを行う。

【ﾆﾎﾝｼﾞｶ】

捕獲実施者等の協力を得て前年度の捕獲数、捕獲場所、捕獲時期、捕獲個体の性別等を把握

。 、 、 （ ）する なお ニホンジカについては 県全体について個体群シミュレーションモデル SimBanbi
により個体数を推定する推計結果を参考に、捕獲効率（ 値 、農業被害量等の状況を把CPUE ）

握しながら生息数の増減を推定する。これにより、最適な捕獲数を検討し、必要に応じて捕獲

目標数の見直しを行う。

【ｲﾉｼｼ】

捕獲実施者等の協力を得て前年度の捕獲数、捕獲場所、捕獲時期、捕獲個体の性別等を把握

する。なお、イノシシについては個体数の現実的な推定方法が確立されておらず、生息密度を

推定することは難しいため、捕獲効率（ 値 、農業被害量等を指標として生息密度の増CPUE ）

。 、 、 。減を推定する これにより 最適な捕獲数を検討し 必要に応じて捕獲目標数の見直しを行う

【ｶﾓｼｶ】

生息実態及び被害状況を調査し、当該年度の捕獲数を検討する。

【ﾊｸﾋﾞｼﾝ 【ｳｻｷﾞ 【ｶﾗｽ（ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ・ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ）･ﾊﾄ（ｷｼﾞﾊﾞﾄ・ﾄﾞﾊﾞﾄ）･ｱｵｻｷﾞ･ｶﾜｳ･ﾋﾖﾄﾞﾘ】】 】

従来の捕獲数を考慮して最適な捕獲数を検討設定し、必要に応じて捕獲目標数の見直しを

行う。

対象鳥獣 捕獲計画数等
２０年度 ２１年度 ２２年度

ﾆﾎﾝｻﾞﾙ ４ ４ ４

ﾆﾎﾝｼﾞｶ １１ １１ １１

ｲﾉｼｼ ３０１ ３０１ ３０１

ｶﾓｼｶ 生息実態及び被害状況を調査し、当該年度の捕獲数を検討する。

ﾊｸﾋﾞｼﾝ ２０ ２０ ２０

ｶﾗｽ（ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ・ﾊｼﾎﾞ １００ １００ １００

ｿｶﾞﾗｽ）

ﾊﾄ（ｷｼﾞﾊﾞﾄ・ﾄﾞﾊﾞﾄ） １００ １００ １００

ｱｵｻｷﾞ ６０ ６０ ６０

ｶﾜｳ ２００ ２００ ２００

ﾉｳｻｷﾞ ２０ ２０ ２０

ﾋﾖﾄﾞﾘ １００ １００ １００

※捕獲計画数は、狩猟による捕獲数と個体数調整による捕獲数の合計。

※参考資料として、平成２０年度設楽町特定鳥獣保護管理計画実施計画を添付。
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捕獲等の取組内容 捕獲手段 捕獲の実施予定時期 捕獲予定場所

愛知県特定鳥獣保護管理計画に

基づく設楽町実施計画により

【ﾆﾎﾝｻﾞﾙ】 ・銃及びわな 設楽町鳥獣保護許可 ・町内（田口・段嶺地域）

事務取扱要領により

【ﾆﾎﾝｼﾞｶ】 ・銃及びわな ４月から始まる６ヶ ・町内（名倉・津具地域）

月単位

【ｲﾉｼｼ】 ・銃及びわな ・町内（全地域）

【ﾊｸﾋﾞｼﾝ】 ・わな ・町内（全地域）

【ｶﾗｽ（ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ ・銃 ・町内（全地域）

・ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ 】）

【ｳｻｷﾞ】 ・銃 ・町内（全地域）

【ｶﾗｽ･ﾊﾄ（ｷｼﾞﾊﾞﾄ ・銃 ・町内（全地域）

・ﾄﾞﾊﾞﾄ）･ｱｵｻｷﾞ･ｶ

ﾜｳ･ﾋﾖﾄﾞﾘ】

【ｶﾓｼｶ】 ・銃 月～ 月 ・町内ｶﾓｼｶ捕獲団地12 3

（４）許可権限委譲事項

対象地域 対象鳥獣

該当なし

４．防護柵の設置その他の対象鳥獣の捕獲以外の被害防止施策に関する事項

（１）侵入防止柵の整備計画

対象鳥獣 整備内容
２０年度 ２１年度 ２２年度

1000m 1000m 1000mｲﾉｼｼ 電気柵 電気柵 電気柵

1000m 1000m 1000mネット柵 ネット柵 ネット柵

500m 500mトタン柵 トタン柵

3500m 1000m 1000mﾆﾎﾝｼﾞｶ 電気柵 電気柵 電気柵

1000m 1000mネット柵 ネット柵

500m 500m 500mﾆﾎﾝｻﾞﾙ 電気柵 電気柵 電気柵

500m 500m 500m金網柵 金網柵 金網柵

（２）その他被害防止に関する取組

年度 対象鳥獣 取組内容

２０～ ﾆﾎﾝｻﾞﾙ ・電波発信機を用い、生息状況を調査する。

２２ ・町内の集落単位で組織した「猿追い払い隊」へモデルガンを貸与し、

取扱などの研修を実施し、追い上げ追い払いを行う。また放任果樹、か

くれがになる雑木林を撤去する。

・ モンキードック」による猿追い上げを実施する。「

２０～ ｲﾉｼｼ ・電牧柵セットを用い、耕作放棄地へ和牛放牧を実施する。

２２ ﾆﾎﾝｼﾞｶ
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５．被害防止施策の実施体制に関する事項

（１）被害防止対策協議会に関する事項

被害防止対策協議会の名称 新城北設広域鳥獣害対策協議会

構成機関の名称 役 割

愛知県新城設楽農林水産事務所 有害鳥獣関連情報の提供を行う。

新城市 有害鳥獣の捕獲、防除対策の支援をする。

設楽町 有害鳥獣の捕獲、防除対策の支援をする。

東栄町 有害鳥獣の捕獲、防除対策の支援をする。

豊根村 有害鳥獣の捕獲、防除対策の支援をする。

愛知東農業協同組合 事務局を担当し、協議会に関する連絡調整を行う。

同組合生産部会代表 被害防除などの情報提供を行う。

各市町村猟友会 有害鳥獣関連情報の提供と有害鳥獣害の捕獲をを行う。

（２）関係機関に関する事項

関係機関の名称 役割

愛知県山村振興事務所 有害鳥獣の捕獲及び鳥獣の保護に関する情報提供、指導を行う。

寒狭川上流漁業協同組合 鳥獣被害の情報収集及び防除対策の実施

（３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項

該当なし

（４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項

該当なし

６．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項

有害捕獲した鳥獣については、原則埋設処理とするが、今後は大型獣の処分方法について検

討し、イノシシやシカを地域資源として有効活用することも検討する。

７．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項

被害防止対策に関して、新城・北設広域獣害対策協議会と連携し、共同で講演会、情報交換

会、現地研修会などを開催する。


